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LPWAネットワークに適したノード間分散台帳方式の分割に関する一考察
Considerations for Partitioning the Distributed Ledger among Nodes

on LPWA Network
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1 あらまし
これまでの研究で，IoTデバイスを用いて，分散軽量台
帳上でポイント交換を行う方法を検討してきた [1][2][3]．
IoT デバイス間の通信には LPWA ネットワーク (Low

Power Wide Area network)を用い，完全に独立して省
電力で長時間稼働できるようにすることによって，災害
時でもシステムの利用が可能な仕組みを提案してきた．
この検討においては IoTデバイスを用いてシステムを
構築しているため，限られたディスク容量や通信容量を
有効活用する必要がある．そのため，全ての口座情報を
一つの台帳で管理し,すべてのノードがこの台帳を保有
するのではなく，ノードによって扱う口座を限定するこ
とによって，一つのノードが管理する台帳の容量を削減
する改良を考える．
この結果，台帳が複数に分割されることにより，ノー
ドのディスク容量を削減することができるが，扱う口座
がどれだけの数のノードによって管理されているかに
よって多数決の判断が変わることになり，台帳の管理が
煩雑になるなどの弊害が考えられる．
本稿では，分割された台帳間で適切に合意を取るため
の方法について検討する．
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